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[image: image2.emf]図4-1-3　教育費のたくわえ
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[image: image4.emf]図4-1-4　教育費のたくわえ（就業形態別）（中3）
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(１)保護者の子育て観・教育観

· 子どもが中学生になると希薄になる学校との関わり

· 中学生の保護者よりも小学生の保護者の方が頻繁に学校を訪れる傾向がある。

· 「学校行事やPTA活動への参加率」も小学生の保護者の方が高い。

· 「学校に対する信頼」は、小・中の差は小さいが、どちらかと言えば小学生の保護者の方が高い。

· 子どものことへの関心

· 「保護者の子どもに対する関心事」は、小・中学校とも「友だち」「成績や勉強」「性格や人間性」といった項目への回答の割合が高い。しかし、中学校では、「進学」が小学校における「性格や人間性」の項目を抜いて、３番目に高い。

· 「子どもの学校での様子を知る方法」は、小・中学校とも「子どもとの会話」「学校通信や便り」「参観や懇談」「保護者同士の情報交換」の順に多い。

· 「子どもの生活や学習についての相談相手」としては、小・中学校とも圧倒的に「家族や親戚」が多く、次いで「友人や近所の人」「学校の先生」の順である。

· 「卒業後の進路期待」については、小・中学校とも「大学まで」が５割近くと群を抜いて高い。

· 次いで、「高等学校まで」となっている。「高等学校まで」の回答では、中学校の保護者が小学校の保護者を上回り、約27%である。

· 学力の充実についての意見

· 「学力の充実に向けて行政や学校が取組むべき課題」については、小学校の保護者は、「少人数学級」「教科書の内容を増やす」「小学校からの英語」で選択率が高く、中学校の保護者は、「習熟度別指導」「補充学習」「職業や生き方についての学習」で選択率が高かった。

· ふだんの生活や子育て

· 「子育てにおいて大切だと考えること」については、小・中学校とも、「基本的生活習慣」「社会的ルールや規範意識」「他者への思いやり」「家族で過ごす時間や会話」で５～６割の選択率を示している。

· 「一週間の内、どれぐらい子どもと一緒に夕食をとるか」については、小・中学校とも、約８割の保護者が、「ほぼ毎日」と回答している。

· 「こどもと一緒に過ごす時間」は、小・中学校とも「３～５時間」が最も多い。小学校において約３％、中学校において約６％の保護者が１時間未満と答えている。

· 「家庭学習で気になること、困っていること」では、「予習・復習」「わからないこと」「集中しないこと」が、他の項目に比べ群を抜いて高い。中でも「予習・復習」「わからないこと」では、中学校の保護者が小学校の保護者を大きく上回り、中学校の保護者の家庭学習に不安をかかえる現状が明らかとなった。

(２)保護者の学校との関わりやふだんの子育てと学力

· 保護者の学校との関わりと学力

· 保護者の学校行事やPTA活動への参加状況が活発な層は、学力上位層の占める割合が高い。

· 保護者の子どもへの関心と学力

· 保護者が子どもに高い学歴を望むほど、子どもの学力は高い。この傾向は、小学校より中学校で更に顕著になる。

· ふだんの子育てと学力

· 保護者の意識と子どもの学力の関連は緩やかであるが、「基本的生活習慣」や「勉強のこと」を保護者が重視している場合、子どもの学力にもよい影響が及ぶことが推測できる。

· 保護者自身が、学校や地域において、社会的・文化的活動に活発に取り組むことと、子どもの学力の間には、明確な関連が見出せる。保護者自身の自己効力感や地域の人々や学校とのつながりが、子どもの学力に間接的な影響を及ぼしていると推測される。
以下【２】～【４】で、分析結果の詳細をのべる。
[image: image5.emf]図4-1-5　学校に行く頻度
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　本節では、保護者調査について、「家庭背景、学校とのかかわり、子どものこと、学力の充実についての意見、ふだんの生活」について、項目ごとに結果を整理して考察を加えた。

(1) 家庭背景(問15、問19、問20）

[image: image6.emf]図4-1-6　学校行事やPTA活動への参加
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① 保護者の就業形態
　「パート・アルバイト」が4割強、「フルタイム」と「無職」がそれぞれ2割強を占める（図4-2-1）。これは、回答者の９割以上が子どもの母親と思われる30～40代の女性だったためである。
中学校３年生の保護者は小学校６年生に比べると、「無職」が少ない。

[image: image7.emf]図4-1-7　学校に対する信頼感
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② 同居者

　「配偶者（夫または妻）」が8割強、「子どもの兄弟姉妹」が約8割、「子どもの祖父母」が約2割となっており、小学校と中学校によるちがいはない（図4-2-2）。

③ 教育費のたくわえ

[image: image8.emf]図４-1-8　子どもについての関心事
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　子どもの進学に向けて、４割強の人が教育費を「意識的・計画的にたくわえている」と回答しているが、「たくわえておく余裕はない」という人も約３割ある（図4-2-3）。
[image: image9.emf]図4-1-9　子どもの学習理解度
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　中学校３年生の保護者は小学校６年生の保護者と比べて、教育費に対して「余裕はない」と「意識的・計画的にたくわえている」という回答は少ない。一方、中学校３年生の保護者では「奨学金などの活用」が多くなっている。
　また、「意識的・計画的にたくわえている」人の割合は、無職者や家業従事者で高い。
　「たくわえておく余裕はない」の割合は就労形態による差が小さいが、フルタイム、パート・アルバイトの層では「奨学金などの活用」の割合が高い（図4-2-4）。
 (2) 学校との関わり(問１～問３)
[image: image10.emf]図4-1-10　学校での様子を知る方法
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① 学校に行く頻度　
[image: image11.emf]図4-1-11　相談相手
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[image: image12.emf]図4-1-13　中学卒業後の進路（教育費の貯蓄状況別）（中3）

30.9

50.4

65.5

5.9

6.5

7.8

12.7

14.6

9.9

49.3

28.0

16.6

1.3

0.5

0.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

余裕はない(1794)

奨学金など（1559）

意識的・計画的に（2681）

大学 短大 専門学校 高校 すぐ仕事

[image: image13.emf]図4-1-12　中学卒業後の進路
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　小学校６年生は「月に１回」、中学校３年生は「学期に一回」がそれぞれ一番多い。小学校で行なわれる月に一回程度の学校行事等への参加と中学校で行われる学期に一回の個人懇談会への参加など、それぞれの学校行事開催状況から回答傾向が推測できる（図4-2-5）。
中学校３年生よりも小学校６年生の保護者の方が学校を訪れる回数が多い傾向がある。中学校３年生では、ほとんど行かないという回答も1割強ある。
　② 学校行事やPTA活動への参加

小学校６年生の保護者の方が参加率は高い（図4-2-6）。
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図4-1-14　学力の充実のために大切なこと
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特に「ボランティア活動」で差が大きい。唯一の例外は「先生との個人面談や子どもを交えた三者面談」である。中学校では、子どもの進路選択に関わってこのような機会が多いからだと思われる。
③　学校に対する信頼感

小・中学校ともに、「信頼している」「ほぼ信頼している」を合わせると８割を超えている（図4-2-7）。小学校６年生と中学校３年生の保護者のちがいは小さい。ただし、この問いでも「信頼している」は小学校６年生の保護者の方が高くなっている。
[image: image15.emf]図4-1-15　子育てで大切なこと
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①～③の結果をまとめると、中学校３年生より小学校６年生の保護者の方が学校とのかかわりは密だといえる。
（３）子どものこと(問４～問８)
①　子どものことで関心があること
[image: image16.emf]図4-1-16　子どもと一緒の夕食

0.4

1.3

6.4

15.7

76.2

0.3

0.8

4.5

7.9

86.6

0 20 40 60 80 100

無回答

４　ほとんどとらない

３　週に1，2回程度

２　週の半分程度

１　ほぼ毎日

小６

中３

小・中学校ともに「成績や勉強」「友だち」の回答が多いが、中学校３年生の保護者は「進学のこと」という回答が多く、中学3年生の特徴といえる。（図4-2-8）。
中学校３年生の保護者では、小学校６年生の保護者に比べ「先生」「いじめや差別」「子どもの性格や人間性」という回答が少なくなっている
②　子どもの学習理解度
　小学校６年生より中学校３年生の保護者の方が、理解が難しくなっていると考える傾向にある（図4-2-9）。
[image: image17.emf]図4-1-17　子どもと一緒に過ごす時間
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③　子どもの学校生活や勉強の様子を知る方法　　９割以上の人が「子どもとの会話」を挙げている（図4-2-10）。
　「参観や懇談」では、中学校３年生の保護者が小学校６年生の保護者に比べて16.4ポイント低い。
[image: image18.emf]図4-1-18　家庭学習で気になること、困っていること
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　「家庭訪問」の全体に占める割合は小さいが、中学校３年生で小学校６年生の保護者より6.1ポイント高い。
④　子どもの生活や学習についての相談相手
　「家族や親戚」が4割を超え、次いで「学校の先生」「友人や近所の人」が2割強となっている（図4-2-11）。
[image: image19.emf]図4-1-19　子育てや教育にかかわる行動
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⑤　中学卒業後の進路期待

　小・中学校ともに、過半数の保護者が「大学」又は「短大」と答え、子どもの高等教育機関への進学を期待している（図4-2-12）。
　進路選択をひかえた中学校３年生の保護者についてみると、子どもに「大学」又は「短大」への進学を期待する人は、「たくわえておく余裕はない」と回答した層では合わせて36.8％であるのに対し、「意識的・計画的に蓄えている」と回答した層では73.3％であった（図4-2-13）。
[image: image20.emf]図4-1-20　保護者の社会的・文化的活動
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[image: image21.emf]図4-2-1　教育費のたくわえと学力の関連
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（４）学力の充実についての意見(問９)
　　　（行政や学校が取り組むべき課題について）
　小・中学校ともに、3割前後の人が選んだのは「チームティーチング」「少人数指導」「習熟度別指導」「少人数学級」「選択履修」「授業時数の増加」である（図4-2-14）。
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1 授業参観・授業見学 7073 98.2% 5922 82.5%

2 学級懇談会・学年懇談会や進路説明会 6065 84.2% 5088 70.9%

3 先生との個人面談や子どもを交えた三者面談 6100 84.7% 6737 93.9%

4

学校で行われる行事（運動会、学芸会、文化祭、講演会、親子レクリエーションなど）

6935 96.3% 5914 82.4%

5

ボランティア活動（地域のことや仕事のことについて授業で子どもに話をする、クラブや部活

動の指導や付き添い、登下校時の見守り、本の読み聞かせ、学校の美化・清掃など）

3713 51.6% 1777 24.8%

6 学校運営について意見交換や提案をする会議 914 12.7% 550 7.7%

度数 ％ 度数 ％

1 信頼している 1660 23.1% 1260 17.7%

2 ほぼ信頼している 4660 64.9% 4489 63.0%

3 あまり信頼できない 470 6.5% 753 10.6%

4 信頼できない 65 0.9% 131 1.8%

5 わからない 304 4.2% 461 6.5%

6 無回答 22 0.3% 37 0.5%

合　計 7181 100.0% 7131 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 学校の成績や勉強のこと 4730 68.5% 4972 72.7%

2 先生のこと 1784 25.8% 1055 15.4%

3 友だちのこと 5893 85.3% 4914 71.9%

4 進学のこと 643 9.3% 3769 55.1%

5 いじめや差別のこと 1961 28.4% 1024 15.0%

6 将来の仕事のこと 570 8.2% 1088 15.9%

7 子どもの性格や人間性のこと 4103 59.4% 2780 40.7%

8 とくに関心がない 17 0.2% 23 0.3%

度数 ％ 度数 ％

1 理解するが、むずかしいようである 750 10.4% 1810 25.3%

2 なんとか理解しているようである 4522 62.9% 4243 59.3%

3 十分理解しているようである 1832 25.5% 886 12.4%

4 わからない 67 0.9% 184 2.6%

5 無回答 19 0.3% 34 0.5%

合　計 7190 100.0% 7157 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 子どもとの会話 6727 94.9% 6549 92.0%

2 学校からの通信やたより、連絡帳から 4297 60.6% 3840 53.9%

3 授業参観や保護者懇談会に参加 3911 55.2% 2759 38.8%

4 学校に行ったり、電話をかけたりする 193 2.7% 234 3.3%

5 学校からの家庭訪問の機会 710 10.0% 1147 16.1%

6 保護者同士の情報交換 3266 46.1% 3297 46.3%

7 知る方法がない 88 1.2% 183 2.6%

8 その他 89 1.3% 124 1.7%

あなたは、お子さんの学校での生活や勉強のようすなどについて、どのようなことから

知ることができますか。あてはまるものを三つまで選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問6

あなたが、ご自身のお子さんのことで関心のあることは何ですか。あてはまるものを三

つまで選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問5

あなたは、お子さんが学校の勉強をどの程度理解していると思いますか。あてはまる

ものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体）

小学校（府全体） 中学校（府全体）

「保護者調査」基礎データ一覧

問1

あなたはお子さんの通っている学校に、ふだん、どれくらい行かれますか。あてはまる

ものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。（授業参観や学校行事を含めて）

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問4

中学校（府全体）



問2

学校行事やPTA活動等のなかで、今までに出席したり参加したことがあるものをすべ

て選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体）

中学校（府全体）



問3

お子さんが通学している学校の印象について、あなたの考えにあてはまるものを一つ

だけ選んで、番号に○をつけてください。

　「教科書の内容を増やす」「小学校からの英語」「体験学習やボランティア活動」「学生などによるサポート」を選んだ人は1割～2割程度である。
　　小学校６年生の保護者の選択率が高いのは、「少人数学級」「教科書の内容を増やす」「小学校からの英語」などであり、中学校３年生の保護者の選択率が高いのは、「習熟度別指導」「補充学習」「職業や生き方についての学習」などである。
（５）ふだんの生活や子育て(問10～問14、問16)
[image: image23.emf]図4-2-3　学校行事やＰＴＡ活動などへの参加と学力の関連
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①子育てにおいて大切だと考えていること
　「基本的生活習慣」「社会的ルールや規範意識」「他者への思いやり」「家族で過ごす時間や会話」と回答した人は5～6割、「手伝い」「子どもの自主性」は2～3割と少なく、「体験活動」「勉強」は1割程度であった（図4-2-15）。
　小学校６年生の保護者の選択率が高い[image: image24.emf]図4-2-4　保護者の進路期待と学力の関連
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のは「思いやり」で、　中学校３年生の保護者の選択率が高いのは「社会的ルールや規範意識」である。
②子どもと一緒に夕食をとる頻度

　小・中学校ともに、約８割の保護者が「ほぼ毎日」と回答している。
　小学校６年生と中学校３年生の保護者を比べると、中学校３年生で「毎日」という回答がやや少ない（図4-2-16）。
[image: image25.emf]図4-2-5　保護者の子育て意識（基本的生活習慣）と学力の関連
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　　③子どもと一緒に過ごす時間
　小学校６年生では「３～5時間」が47.0％と、最も多く、ついで「5時間以上」「１～3時間」の順である。
　一方、中学校３年生では「１～3時間」と「３～5時間」が4割弱でならび、「5時間以上」がこれらに続く（図4-2-17）。
　中学校３年生より小学校６年生の保護者の方が、親子で一緒に過ごす時間が長い傾向にある。
④家庭学習で気になっていることや困っていること
[image: image26.emf]図4-2-6　保護者の社会的・文化的活動と学力の関連
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　小・中学校ともに、4割前後の保護者が「集中しない」「予習復習をしない」「わからないところをそのままにしている」を選択した。
　「テスト前になっても勉強しない」「宿題をしない」「部活動で勉強時間が少なくなる」などがこれらに続く。
　「予習復習をしない」「わからないことをそのままにしている」「部活動などで勉強時間が少なくなる」などの項目において、中学校３年生の保護者が小学校６年生の保護者を上回っており、中学校３年生の方が小学校６年生に比べ、子どもの家庭学習に不安を覚える保護者が多いようである（図4-2-18）。
[image: image27.emf]度数 ％ 度数 ％

1 学校の先生 1364 20.5% 1464 22.2%

2 家の人や親戚の人 3252 48.9% 2933 44.6%

3 友だちや近所の人 1701 25.6% 1575 23.9%

4 専門の相談機関（カウンセラーや医者など） 41 0.6% 42 0.6%

5 その他の人 68 1.0% 170 2.6%

6 相談したくても誰もいない 60 0.9% 102 1.6%

7 相談しない 139 2.1% 251 3.8%

8 無回答 32 0.5% 43 0.7%

合　計 6657 100.0% 6580 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 すぐ、家業につくか、技術を身につけさせるなど仕事につかせたい 27 0.4% 40 0.6%

2 高校まで進学させたい 1516 21.3% 1890 26.7%

3

高校卒業後、専門学校（料理、コンピュータ、ファッション、デザイン、美容師等）へ行かせたい

747 10.5% 765 10.8%

4 短大まで進学させたい 421 5.9% 441 6.2%

5 大学まで進学させたい 3356 47.2% 3289 46.5%

6 まだ、考えていない 666 9.4% 269 3.8%

7 その他 332 4.7% 323 4.6%

8 無回答 49 0.7% 52 0.7%

合　計 7114 100.0% 7069 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 複数の先生が協力して授業をする（チームティーチング） 2139 30.1% 2124 30.0%

2 クラスをグループに分けて少人数で授業をする（少人数指導） 2096 29.5% 2146 30.3%

3

学習理解の程度や意欲などで子どもをグループ分けして授業をする（習熟度別指導）

2084 29.4% 2595 36.7%

4 クラスの定員を３５人にするなど減らす（少人数学級） 2063 29.1% 1800 25.4%

5

興味関心を引くような授業をたくさん準備して、子どもが学びたい内容を選べるようにする（中学校の選択履修）

2287 32.2% 2371 33.5%

6 放課後、夏休みなどに補充をする 1151 16.2% 1636 23.1%

7 年間の授業時数を増やす 2427 34.2% 2255 31.9%

8 教科書に盛り込む内容を増やす 958 13.5% 586 8.3%

9 小学校から英語を必ず学ぶようにする 1446 20.4% 869 12.3%

10 将来の職業や生き方についての学習をする 1689 23.8% 1862 26.3%

11 地域での体験活動やボランティア活動を行う 1095 15.4% 873 12.3%

12 学生などのボランティアによる授業のサポートを増やす 385 5.4% 471 6.7%

度数 ％ 度数 ％

1 家のてつだい 1732 24.3% 1528 21.6%

2 基本的生活習慣 4213 59.2% 4188 59.2%

3 社会的ルールや規範意識 3751 52.7% 4071 57.5%

4 他者への思いやり 4596 64.6% 4294 60.7%

5 家族で過ごす時間や会話 3541 49.7% 3442 48.6%

6 家族での体験活動の機会 399 5.6% 253 3.6%

7 子どもの勉強 545 7.7% 479 6.8%

8 子どもの自主性 2033 28.6% 2263 32.0%

度数 ％ 度数 ％

1 ほぼ毎日 6225 86.6% 5464 76.2%

2 週の半分程度 566 7.9% 1129 15.7%

3 週に１、２回程度 325 4.5% 456 6.4%

4 ほとんど一緒にはとらない 54 0.8% 90 1.3%

5 無回答 20 0.3% 30 0.4%

合　計 7190 100.0% 7169 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 １時間未満 193 2.7% 437 6.1%

2 １～３時間程度 1540 21.4% 2708 37.8%

3 ３～５時間程度 3380 47.0% 2785 38.9%

4 ５時間以上 2046 28.5% 1197 16.7%

5 無回答 30 0.4% 40 0.6%

合　計 7189 100.0% 7167 100.0%

小学校（府全体） 中学校（府全体）



小学校（府全体） 中学校（府全体）



問10

あなたの家庭生活において、子育てについて大切だと考え、そのために努力している

ことは何ですか。あてはまるものを三つまで選んで、番号に○をつけてください。



問12

中学校（府全体）



小学校（府全体） 中学校（府全体）

問9

学力を充実させるために大切なことについておたずねします。次のうち、国や府、市町

村または学校が大いにすすめるべきだと思われるものを三つまで選んで、番号に○を

つけてください。



問8

あなたは、中学校を卒業した後のお子さんの進路についてどのように考えています

か。あてはまるものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体）

問7

お子さんの生活面や学習面について相談をする場合に、主に相談する相手はだれで

すか。あてはまるものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）

お子さんが学校から帰ってきたあと、家庭でお子さんと一緒に過ごす時間はどのくらい

ですか。あてはまるものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。（睡眠時間は

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問11

あなたが、お子さんと一緒に夕食をとるのは週にどのくらいですか。あてはまるものを

一つだけ選んで、番号に○をつけてください。

 ⑤子育てや教育に関わっての行動
　小・中学校ともに、8割以上の保護者が「学校からの便りをいつも読むようにしている」と回答していて、その他の項目を選んだ人はかなり少ない。（図4-2-19）
[image: image28.emf]度数 ％ 度数 ％

1 学校の宿題をしない 364 5.1% 813 11.3%

2 勉強の途中でテレビをみたり遊んだりして集中しない 2933 40.7% 2746 38.3%

3 授業の予習や復習をしない 3125 43.4% 3968 55.3%

4 テストの前になっても勉強しない 1179 16.4% 1709 23.8%

5 わからないところをそのままにしている 2566 35.6% 3324 46.3%

6 塾の宿題や通信教育の教材をやらない 527 7.3% 514 7.2%

7 落ち着いて勉強できる部屋や場所がない 783 10.9% 759 10.6%

8 部活動が忙しくて勉強時間が少なくなる 241 3.3% 1331 18.5%

9 その他 380 5.3% 385 5.4%

10 気になっていることや困っていることはない 1432 19.9% 903 12.6%

度数 ％ 度数 ％

1 学校からのたより（学校通信・学級通信ばど）はいつもよむようにしている 6218 86.4% 5836 81.3%

2 教育についてのテレビ番組や新聞記事をできるだけ見るようにしている 2658 36.9% 2627 36.6%

3 教育についての講座や講演会にできるだけ行くようにしている 411 5.7% 415 5.8%

4 その他 464 6.4% 383 5.3%

5 特にやっていることはない 688 9.3% 932 13.0%

度数 ％ 度数 ％

1 たくわえておく余裕はない 2364 33.0% 2031 28.7%

2 将来の進路を考え、奨学金などの活用を考えている 1180 16.5% 1709 24.1%

3 将来の進路を考え、意識的・計画的にたくわえている 3102 43.4% 2926 41.3%

4 その他 380 5.3% 255 3.6%

5 無回答 127 1.8% 159 2.2%

合　計 7153 100.0% 7080 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 PTA活動 1927 27.4% 1583 22.1%

2 自治会・町会・子ども会・青少年健全育成などの地域活動 2473 34.3% 1835 25.6%

3 スポーツや趣味を楽しむ活動 2203 30.6% 2229 31.1%

4 資格や免許を得るための学習 799 11.1% 804 11.2%

5 その他 291 4.0% 302 4.2%

6 特にない 2284 31.7% 2590 36.1%

度数 ％ 度数 ％

1 女性 6857 95.3% 6720 93.7%

2 男性 310 4.3% 417 5.8%

3 無回答 27 0.4% 34 0.5%

合　計 7194 100.0% 7171 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 ２０歳代 40 0.6% 13 0.5%

2 ３０歳代 3303 45.9% 1529 0.2%

3 ４０歳代 3600 50.0% 5010 21.3%

4 ５０歳代 197 2.7% 556 69.8%

5 ６０歳以上 29 0.4% 32 7.8%

6 無回答 30 0.4% 33 0.4%

合　計 7199 100.0% 7173 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 フルタイムで、外で働いている 1592 22.2% 1805 25.2%

2 パート・アルバイトで、外で働いている 2980 41.5% 3071 42.9%

3 家で仕事（家業や内職など）をしている 747 10.4% 732 10.2%

4 その他（産休・育休中など） 44 0.6% 35 0.5%

5 今は仕事をしていない 1776 24.7% 1468 20.5%

6 無回答 42 0.6% 43 0.6%

合　計 7181 100.0% 7154 100.0%

度数 ％ 度数 ％

1 あなたの配偶者（夫または妻） 6064 84.2% 5999 83.6%

2 お子さんの兄弟姉妹 5680 78.9% 5717 79.7%

3 お子さんの祖父母 1386 19.3% 1479 20.6%

4 その他の人 193 2.7% 154 2.1%



小学校（府全体） 中学校（府全体）



問20 あなたには、同居している人がいますか。すべて選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）

中学校（府全体）



問19

あなたの仕事の就業形態について、あてはまるものを一つだけ選んで、番号に○をつ

けてください。



問18

あなたの年齢について、あてはまるものを一つだけ選んで、番号に○をつけてくださ

い。

小学校（府全体）

問17 あなたの性別を選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）

ふだん、仕事や家庭に関すること以外で、あなたが取り組んでいることはありますか。

あてはまるものすべて選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問16

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問15

お子さんの将来の進路のことを考え、必要な教育費をたくわえておられますか。あて

はまるものを一つだけ選んで、番号に○をつけてください。

問14

子育てや教育に関わって、あなた自身がやっていることや努力していることはあります

か。あてはまるものをすべてを選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）

お子さんの家庭学習について、気になっていることや困っていることはありますか。あ

てはまるものをすべて選んで、番号に○をつけてください。

小学校（府全体） 中学校（府全体）



問13

 ⑥保護者がしている社会的・文化的活動
小・中学校ともに、　「特にない」が3、4割を占めた。
　小学校６年生の保護者では「地域活動」への参加が34.3％で8.7ポイント、「ＰＴＡ活動」への参加が27.4％で5.3ポイント、中学校３年生の保護者を上回っている。（図4-2-20）。

　一方、中学校３年生の保護者は「スポーツや趣味」などが小学校を上回っている。

　本節では、保護者調査のいくつかの項目と学力調査の結果をクロス集計することによって、家庭の状況と子どもの学力との関連を分析した。

　　　　【取り上げた項目】
　　　　　　・家庭背景・・・・・・・・・・・・・・・・・・
教育費（進学資金）の貯蓄（問15）
　　　　　　・学校とのかかわり・・・・・・・・・・・・
学校行事などへの参加（問2）
　　　　　　・子どものこと・・・・・・・・・・・・・・・・
中学卒業後の進路（問8）
　　　　　　・ふだんの生活や子育て・・・・・・・
子育てで大切なこと（問10）、保護者の社会的・文化的行動（問16）
（1） 家庭背景(問15)
　　〇　家計状況と子どもの学力の関連　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　小学校６年生において、「余裕がない」層では「学力・低」が41.2％、「学力・高」が24.0％である。これに対して「意識的・計画的にたくわえている」層では「学力・低」が23.9％、「学力・高」が44.8％である。中学校３年生でも同じような傾向がある（図4-3-1）。
　小・中学校ともに、学力上位層の子どもの家庭において、教育費について、「意識的・計画的に蓄えている」と回答している保護者が多い傾向にある。
　　　　　　　　（グラフの（　）は実数。以下同じ）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
（２）学校との関わり(問２)
　　〇保護者の学校行事等への参加状況と学力
　全般的な傾向を調べるため、合成変数（問2の各選択肢に○をつけている場合に1点をあたえ、6点満点の「学校参加」の活発さをしめす合成変数をつくった。）を用いて、学校行事等への参加状況と子どもの学力の関係をみた（図4-3-2）。
　小学校６年生についてみると、学校行事やＰＴＡ活動に関して、保護者の参加が活発な層（5～6点）では、「学力・高」は41.6％をしめるが、活発でない層（0～3点）では「学力・高」は21.8％であった。中学校３年生も同じような傾向である。

　小・中学校ともに、学力上位層の子どもの保護者には、学校行事やＰＴＡ活動に積極的に参加している傾向が見られる。
　保護者が子どもの様子や学習指導・生活指導の様子を知ったり、保護者と教師が顔見知りになったりするなど連携を図ることは重要である。保護者調査の結果からも、「学校と家庭の連携」は子どもの学力に影響を与えているといえる。
　
（３）子どものこと(問８)
　　〇　親の期待と学力の関連
　小学校６年生においては、子どもへの進路期待で「大学」又は「短大」と回答した保護者では「学力・高」は46.9％であった。「すぐに仕事」「高校」と回答した保護者では「学力・高」は15.8％であった。
　子どもの学力が上位層にある保護者は、子どもに高学歴を望む傾向がある。この傾向は、中学校３年生では小学校６年生よりも一層顕著である。（図4-3-3）

（４）ふだんの生活や子育て(問10、問16）
　　①　保護者の子育て意識と学力
　右図では、選択した人が多く、学力との関連がみられた「基本的生活習慣」だけを抽出して示した。
　小学校６年生では、保護者が子育てで大切だと考えていることとして「基本的生活習慣」を選択した層では、「学力・高」は37.4％だった。「基本的生活習慣」を選択しなかった層では、「学力・高」は31.3％であった。中学校３年生でも同様の傾向がみられる（図4-3-4）。
　子どもの学力が上位層にある保護者は、子育てで「基本的生活習慣」を大切に考えている人が多い。
　②　保護者の社会的・文化的活動と子どもの学力との関連　　　
　前頁（２）のように「学校参加」の活発さを表す合成変数を作成して、学力との関連を示したのが図4-2-6である。
　小学校６年生についてみると、保護者の社会的・文化的活動が活発なグループ（2～5点）では、「学力・高」は40.7％をしめるが、活発でない層（0点）では「学力・高」は28.8％にとどまる。中学校３年生でもこれと同じような傾向である。
　ＰＴＡ活動等に「取り組んでいる」と保護者が回答している層では、そうではない層よりも学力は高い傾向にある（図4-3-5）。

　今回の調査は、３年前の調査とほぼ同じ項目を含んでいる。問4～問8、問10、問15、問16である。以下、これらの問について、3年間の変化を述べる。なお、３年前の調査と今年度の調査で無回答の扱い方が異なっているため、経年比較には無回答分を除いて再集計した数値を用いた。
(１)家庭背景(問15)
  　〇　中学卒業後の進学に向けた教育
　　　費のたくわえ
　　（表中の（　）の数値は実数。以下同じ）
　「教育費の貯蓄」については、小・中学校とも、わずかながら「余裕はない」の回答が増加し、「意識的・計画的にたくわえている」の回答が減少した（表4-4-1）。
（２）子どものこと(問４～問８)　
　　①  子どもについての関心事
　変化が大きいのは「先生のこと」が増加し（小学校６年生で7.2ポイント、中学校３年生で5.5ポイント）、「将来の仕事」が減少した（小学校６年生で6.8ポイント、中学校３年生で9.8ポイント）ことである（表4-4-2）。
　その他の項目についてみると、増加したのは、「成績や勉強」「友だち」「いじめや差別」、減少したのは「進学」「性格や人間性」である。
　②　子どもの学習理解の評価
　3年間で大きな変動はなかった（表4-4-3）。
　中学校３年生の保護者では、わずかながら「理解が難しい」が前回調査を上回り、「なんとか理解している」「十分に理解」で前回調査を下回った。

③　子どもの学校生活や勉強の様子を知る方法
　比較可能なすべての項目で選択した人の率が減少した。
　特に、「参観・懇談」については、小・中学校とも比較的大きな減少であり、小・中学校では今後、参加者を増やすような取組みが必要である（表4-4-4）。

　④子どもの生活や学習についての相談相手
　小・中学校とも大きな変化はないが、中学校３年生の保護者で「家族や親戚」が3.7ポイント減少し、「友人や近所の人」が3.2ポイント増加した（表4-4-5）。
　中学卒業後の進路期待
　小学校６年生の保護者では、3年間で、「高校」が前回調査を6.6ポイント下回り、「専門学校」が5ポイント前回調査を上回った（表4-4-6）。中学校３年生でも同じような傾向があった。
　その他、小・中学校ともあまり変化は見られない。
（３）ふだんの生活や子育て(問10、問16）
　①子育てで大切にしていること
　小・中学校とも「子どもの自主性」が大きく減少した（表4-4-7）。
　これとは対照的に、「手伝い」「基本的生活習慣」「家族で過ごす時間や会話」は増加した。
　一方、子どもの生活調査では、保護者の子どもへの関わりがこの3年間で希薄になっていることがわかった（第3章3節参照）。
　保護者調査において、「家族で過ごす」などが増えているにもかかわらず、このような結果になったのは、親と子の間に意識のズレが生じているものと推測できる。
　②保護者の社会的・文化的活動
　小・中学校ともに「特にない」が減少し、「地域活動」と「スポーツや趣味」がともに増加した（表4-4-8）。
　「地域活動」において、小学校６年生では6.9ポイント、中学校３年生で11.5ポイント前回調査を上回っている。
　「スポーツや趣味」においても、小学校６年生では、7.1ポイント、中学校３年生では9.9ポイント前回調査を上回っている。




【２】　「保護者調査」の全体傾向





【３】　「保護者調査」と学力の関連
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【１】　「保護者調査」の結果分析の概要
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図４-２-4　教育費のたくわえ（就業形態別）（中３）





図4-3-４　保護者の子育て意識（基本的生活習慣）と学力の関連
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図4-2-5　学校に行く頻度





図4-2-2　同居者





図４-２-３　教育費のたくわえ
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【４】　平成15年度 学校五日制に関する「保護者調査」との経年比較
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第４章 保護者調査





　表4-4-1　教育費のたくわえ（経年比較）


　


　�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　余裕はない�
29.1�
33.6�
4.5�
26.6�
29.3�
2.7�
�
２　奨学金など�
16.8�
16.8�
0.0�
24.1�
24.7�
0.6�
�
３　意識的計画的に�
47.4�
44.2�
△ 3.2�
44.9�
42.3�
△ 2.6�
�
４　その他�
6.7�
5.4�
△ 1.3�
4.4�
3.7�
△ 0.7�
�
計�
100.0�
100.0�
�
100.0�
100.0�
�
�
�
（3039）�
（7026）�
�
（2710）�
（6921）�
�
�






　表4-4-2　子どもについての関心事（経年比較）


�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　成績や勉強�
67.0�
68.5�
1.5�
70.4�
72.7�
2.3�
�
２　先生�
18.6�
25.8�
7.2�
9.9�
15.4�
5.5�
�
３　友だち�
82.5�
85.3�
2.8�
68.3�
71.9�
3.6�
�
４　進学�
14.1�
9.3�
△ 4.8�
58.6�
55.1�
△ 3.5�
�
５　いじめや差別�
25.6�
28.4�
2.8�
11.5�
15.0�
3.5�
�
６　将来の仕事�
15.0�
8.2�
△ 6.8�
25.7�
15.9�
△ 9.8�
�
７　性格や人間性�
63.8�
59.4�
△ 4.4�
43.5�
40.7�
△ 2.8�
�
８　特にない�
0.4�
0.2�
△ 0.2�
0.3�
0.3�
△ 0.0�
�
�
（3104）�
（6910）�
�
（2720）�
（6837）�
�
�






表4-4-3　子どもの学習理解（経年比較）


　　�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　理解が難しい�
9.4�
10.5�
1.1�
22.7�
25.4�
2.7�
�
２　なんとか理解�
64.2�
63.1�
△1.1�
61.7�
59.6�
△ 2.1�
�
３　十分に理解�
24.3�
25.5�
1.2�
12.6�
12.4�
△ 0.2�
�
４　わからない�
2.0�
0.9�
△1.1�
3.0�
2.6�
△ 0.4�
�
計�
100.0�
100.0�
�
100.0�
100.0�
�
�
�
（3132）�
（7171）�
�
（2739）�
（7123）�
�
�






　表4-4-4　学校生活や勉強の様子を知る方法（経年比較）


　


　�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　子どもとの会話�
95.9�
94.9�
△ 1.0�
94.0�
92.0�
△ 2.0�
�
２　通信・便りなど�
60.9�
60.6�
△ 0.3�
58.7�
53.9�
△ 4.8�
�
３　参観や懇談�
64.1�
55.2�
△ 8.9�
46.5�
38.8�
△ 7.7�
�
４　来校・電話�
2.8�
2.7�
△ 0.1�
3.6�
3.3�
△ 0.3�
�
５　家庭訪問�
16.5�
10.0�
△ 6.5�
20.6�
16.1�
△ 4.5�
�
６　保護者同士�
－�
46.1�
－�
－�
46.3�
－�
�
７　知る方法がない�
－�
1.2�
－�
－�
2.6�
－�
�
８　その他�
8.8�
1.3�
△ 7.5�
7.8�
1.7�
△ 6.1�
�
関心がない(H15)�
0.3�
－�
－�
1.0�
－�
－�
�
　�
（3151）�
（7091）�
�
（2748）�
（7119）�
�
�






　表4-4-5　生活や学習についての相談相手（経年比較）


　�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　学校の先生�
21.0�
20.6�
△ 0.4�
20.7�
22.4�
1.7�
�
２　家族や親戚�
47.6�
49.1�
1.5�
48.6�
44.9�
△ 3.7�
�
３　友人や近所の人�
25.2�
25.7�
0.5�
20.9�
24.1�
3.2�
�
４　専門機関�
0.4�
0.6�
0.2�
0.7�
0.6�
△ 0.1�
�
５　その他�
1.3�
1.0�
△ 0.3�
2.5�
2.6�
0.1�
�
６　誰もいない�
0.8�
0.9�
0.1�
1.4�
1.6�
0.2�
�
７　相談しない�
3.7�
2.1�
△ 1.6�
5.2�
3.8�
△ 1.4�
�
計�
100.0�
100.0�
�
100.0�
100.0�
�
�
�
（2922）�
（6625）�
�
（2521）�
（6537）�
�
�






表4-4-6　中学卒業後の進路期待（経年比較）


�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　すぐ仕事に�
0.4�
0.4�
0.0�
0.5�
0.6�
0.1�
�
２　高校�
28.1�
21.5�
△ 6.6�
32.3�
26.9�
△ 5.4�
�
３　専門学校�
5.6�
10.6�
5.0�
5.8�
10.9�
5.1�
�
４　短大�
6.1�
6.0�
△ 0.1�
5.8�
6.3�
0.5�
�
５　大学�
46.4�
47.5�
1.1�
47.7�
46.9�
△ 0.8�
�
６　まだ考えてない�
8.3�
9.4�
1.1�
3.7�
3.8�
0.1�
�
７　その他�
5.0�
4.7�
△ 0.3�
4.3�
4.6�
0.3�
�
計�
100.0�
100.0�
�
100.0�
100.0�
�
�
�
（3112）�
（7065）�
�
（2724）�
（7017）�
�
�






表4-4-7　子育てで大切にしていること（経年比較）


　


　�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　手伝い�
19.8�
24.3�
4.5�
18.6�
21.6�
3.0�
�
２　基本的生活習慣�
55.8�
59.2�
3.4�
54.6�
59.2�
4.6�
�
３　ルールや規範意識�
56.4�
52.7�
△ 3.7�
59.4�
57.5�
△ 1.9�
�
４　思いやり�
65.2�
64.6�
△ 0.6�
61.4�
60.7�
△ 0.7�
�
５　家族で過ごす�
46.2�
49.7�
3.5�
43.6�
48.6�
5.0�
�
６　体験活動�
5.5�
5.6�
0.1�
3.1�
3.6�
0.5�
�
７　勉強�
9.4�
7.7�
△ 1.7�
10.7�
6.8�
△ 3.9�
�
８　自主性�
35.8�
28.6�
△ 7.2�
40.3�
32.0�
△ 8.3�
�
　�
（3101）�
（7120）�
�
（2720）�
（7077）�
�
�






表4-4-8　保護者の社会的・文化的活動


　


�
小6�
中3�
�
�
H15�
H18�
差�
H15�
H18�
差�
�
１　PTA活動�
27.5�
27.4�
△ 0.1�
20.0�
22.1�
2.1�
�
２　地域活動�
27.4�
34.3�
6.9�
14.1�
25.6�
11.5�
�
３　スポーツや趣味�
23.5�
30.6�
7.1�
21.2�
31.1�
9.9�
�
４　資格や免許�
9.8�
11.1�
1.3�
8.9�
11.2�
2.3�
�
５　その他�
5.9�
4.0�
△ 1.9�
6.7�
4.2�
△ 2.5�
�
６　特にない�
39.0�
31.7�
△ 7.3�
49.4�
36.1�
△ 13.3�
�
サークル(H15）�
10.8�
－�
－�
10.4�
－�
－�
�
　�
（3085）�
（7200）�
�
（2660）�
（7176）�
�
�






図４-２-１保護者の就業形態





下のグラフの凡例「□低」は「学力が低い層」を示している。


例えば、小６で教育費用に「余裕はない」と回答した人の中で、学力が低い層は41.2％で、学力が高い層24％に比べて多いといえる。　





問10.「子育てについて、大切だと思い、努力していること。」


（選択肢）家の手伝い、基本的生活習慣、社会的ルールや規範意識、他者への思いやり等





図4-2-6　学校行事やＰＴＡ活動への参加





図4-2-7　学校に対する信頼感





図4-2-8　子どもにつの関心事





図4-2-9　子どもの学習理解度





図4-2-10　学校での様子を知る方法





図4-2-11　相談相手





図4-2-12　中学卒業後の進路





図4-2-13　中学卒業後の進路（教育費の貯蓄状況別）　（中３）





図4-2-14　学力の充実のために大切なこと





図4-2-15　子育てで大切なこと





図4-2-16　子どもと一緒の夕食





図4-2-17　子どもと一緒に過ごす時間





図4-2-18　家庭学習で気になること、困っていること





図4-2-19　子育てや教育にかかわる行動





図4-2-20　保護者の社会的・文化的活動





図4-3-1　教育費のたくわえと学力の関連





図4-3-2　学校行事やＰＴＡ活動などへの参加と学力の関連





図4-3-1　教育費のたくわえと学力の関連





図4-3-4　保護者の子育て意識（基本的生活習慣）と学力の関連





図4-3-3　保護者の進路期待と学力の関連
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図4-3-5　保護者の社会的・文化的活動と学力の関連
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手伝い





(睡眠時間は除く)
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